
 

 

 

 

 

 

 

 

中国地方の去年の梅雨入りは，平年より２２日も早い５月１５日でしたが，

今年はもう少し遅いみたいです。その梅雨入りに向けて，５月２５日（水）に

小中学校合同で土砂災害対応の避難訓練を行いました。 

まずは，土砂災害警戒情報が発表されたという想定の下，小中学校別々に校

舎３階へ垂直避難し，安全確保を図りました。 

その後，児童生徒全員が体育館に集合し，蒲刈島及び下蒲刈島の各地区に分

かれて話し合いをしました。タブレット端末を使って，災害が発生

した時に危険と思われる箇所や災害時の避難場所などを地図にまと

めた「ハザードマップ」を見ながら，「自分が住んでいる地域は大雨

に対してどのような特徴があるのか」「もし避難するのならどこがい

いのか」など，大雨を想定して考えていました。 

そして，今年も「土砂災害対応携帯マニュアル」を６月６日（月）

に全員配付しました。特に「マイ・タイムライン」と言いますが，

ご家庭におかれましても「自分の住んでいる地域の避難場所」や「避

難場所まで行けなかった時に逃げ込むところ」について話し合って

記入するなど活用してください。 

本校では毎年３回避難訓練を実施していますが，避難訓練が形骸

化しないよう，様々な工夫をしてまいります。そして，西日本豪雨

（平成 30 年７月豪雨）を忘れたり，風化させた

りしてはいけません。災害はいつどこで起こるか

分かりません。災害時，まわりにはだれもいない

かもしれません。災害の状況に応じながら，自分

で考え，自分の命を守る行動ができる力，つまり，

「自分の命は自分で守る」ことができる力を身に

付けさせるため，様々な状況を想定し，防災教育

を推進してまいります。 
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【ご確認ください】 

昨年５月 20日に「改正災害

対策基本法」が施行されたこ

とにより，５段階の警戒レベ

ルのレベル４「避難勧告」が

「避難指示」となっています。

ポイントは「警戒レベル４ま

でに必ず避難する」こと，つま

り，空振りを恐れず早めの避

難行動をすることです。 

 

 

 

 

 

５月 26 日（木），右のパンフレット「子どものマスクの

着用について」を配付しました。新型コロナウイルス感染

症の基本的な対策として，マスクの着用を推奨しています

が，熱中症が心配される時期になり，再度お知らせいたし

ます。 

身体的距離が確保できずに会話を行う場合はマスクの着

用を推奨しておりますが，会話の有無，身体的距離の有無，

屋外または屋内などの条件によってマスク着用の考え方は

変わります。また，熱中症対策のため，身体的な距離が確保

できている場合はマスクをはずすことを推奨しています。 

何卒ご理解・ご協力のほど，よろしくお願いいたします。 
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